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小学校中学年のフラッグフットボール授業指導
―本学初等部におけるフラッグフットボール授業の事例研究―
Teaching Flag Football to 3rd and 4th Graders in Elementary School
― The Case Study of Flag Football Class in Kwansei Gakuin Elementary School ―
藤 木 大 三 ＊
Abstract
As what the results of 2014 study review has suggested, necessity of personal flag football playing
experience is the primary concern for any education major students to teach their future classes in
actual elementary school physical education settings. Also, providing an equal learning and enjoyable
playing opportunity to each one of students is essential.
The purpose of this case study is to review Mr. Hiroki Tanaka, a physical education instructor at
Kwansei Gakuin Elementary School and his uniquely organized 4th grade flag football classes.
As the former high school American football defensive end, Mr. Tanaka, who also has had
numerous recreational leveled flag and touch football playing experiences, his 4th grade flag football
classes are very distinctive comparing to the Japan Flag Football Organizationʼs teaching guideline, the
nationʼs most standardized brochure of any sort presumably more than 5,200 elementary schools have
used.
One of Mr Tanakaʼs uniquely innovative flag football teachings includes the special point awarded
system which numbers of students involved in scoring opportunities added to multiple the total points
they actually scored.
キーワード：小学校体育、生きる力、フラッグフットボール
［］はじめに
周知の通り、2011年度よりの新学習指導要領施行
により、小学校体育において特に『陣地を取り合う
ゴール型ゲーム』の一つとしてフラッグフットボー
ルが取り上げるようになった。この結果、2014年度
現在全国約20,800校の小学校のうち、約25％にあた
る5,200校以上で授業実施されるまでに普及してい
る｡1)
このように、小学校体育では十分に認知された感
のあるフラッグフットボールであるが、限りある年
間単元計画の中で、例えば競技の母体スポーツであ
るアメリカンフットボールのように、攻撃権を維持
しながら敵陣に攻め入ることを継続的に繰り返す、
『陣地進行型』の指導は、相当数の授業時間を確保
しなければならず実施が困難であるものと推察され
る。この打開策として、現場のある教諭は「基礎的
な投げたり・取ったりする動きに関しては組み合わ
せ単元で事前に基礎的な能力の定着を図り、本単元
で取り組む際にスムーズに取り組めるようにしてい
る。｣注1)と述べており、限られた授業時間内での現
場指導の難しさを伺い知ることが出来る。その結果
として、実際には守備側の人数を減らし、回ごと
の攻撃で予め定められた得点ゾーンにボールを進め
得点の総和で競う、いわゆる「小学校ゲーム｣2)を、
多くの小学校現場では「フラッグフットボール」と
捉えているものと思われる。
一方で、新学習指導要領では、「運動が有する特
性や魅力に応じて指導することができるようにする
とともに、低学年、中学年及び高学年において、児
199
＊ Taizo FUJIKI 教育学部教授
1）日本フラッグフットボール協会 HPより https://www.japanflag.org/flag
注1）2017年月 兵庫県公立小学校教員竹之内先生へのメールインタビューより。
2）日本フラッグフットボール協会、2011「フラッグフットボールゲーム集」p22.
童に身に付けさせたい具体的な内容を明確に示
す｣3)ことを重要視していることに伴い、日本フラッ
グフットボール協会もその教則集では、低学年時
間、中学年時間、高学年時間合計22時間の「指
導計画案」を提示している｡4)
従って、こうした観点に立てば、現場におけるフ
ラッグフットボール授業をより充実させ、競技特性
である「思考判断力」、「コミュニケーション力」、
「体力｣5)を児童個々に確実に身に付けさせて行くた
めには、小学校体育で取り上げる他の領域や内容以
上に、まず教師個々のフラッグフットボール理解力
と指導力、そして何よりも教師間の学年学級を越え
た相互理解と連携協力が不可欠である。そうした、
教師の指導指針の一助として、財団法人日本フラッ
グフットボール協会から、指導副読本やゲーム集、
DVD 等の教材関連資料が無償で配布されているも
のの、実際の競技経験のない教師には、一読しただ
けでは理解しがたい部分もあり、より現場に即した
指導教材の開発も今後必要となるであろう。
以上を踏まえ本小論では、私学という恵まれた環
境ながら、フラッグフットボール授業に他の単元以
上に重点を置き、独創的な授業運営を行っている本
学初等部体育科田中教諭の試みを紹介しながら、よ
り汎用性のある指導方法の在り方について論を進め
た。
［］研究方法：
本小論では、関西学院初等部（以下初等部）で、
フラッグフットボール授業を指導する田中教諭より
の授業資料等を基に、本学部体育授業履修者へのア
ンケート調査含め内外のフラッグフットボール授業
関連資料、文献等を用いて、今後活用出来得るフ
ラッグフットボール授業について考察した。
．本学附属小学校について：
初等部は、学年クラス（クラス定員30名）
合計540人の児童が学んでいる。また私立小学校ら
しく英語、国語、算数、理科等、ほぼ全ての科目が
専科担当となっており、田中教諭も全学年の体育授
業担当専科教員として奉職している｡6)
．フラッグフットボール授業について：
初等部では、フラッグフットボールがアメリカン
フットボールから派生した類似競技であり、ことア
メリカンフットボールに関しては、他に類を見ない
ほど認知度の高い本学独自の肯定的な学習環境を反
映して、教材を「シンボルスポーツ」と位置付け、
その理解度も十分浸透している。こうした、フット
ボールに恵まれた環境下での授業時数は、概ね年
〜年の学期約時間ずつ確保されているようで
ある｡注2)このうち、特に本稿では特に中学年（	年
生）のフラッグフットボール授業で、田中教諭が指
導した「対
ゲーム」の実践方法について論を進
めた。参考として、表に初等部体育授業の年間単
元計画を示した｡注3)
［］特徴あるフラッグフットボール授業
実践：
ここでは、田中教諭の授業実践を例に、競技経験
や予備知識の差異に関わらず、他の教育現場でも実
践可能な授業指導方法について考究してみたい。
．ブロックランとハンドオフの指導について：
教諭の指導の一つの特徴として、ブロックランと
ハンドオフ（図）の取り扱いが、いわゆる日本フ
ラッグフットボール協会編（以下協会マニュアル）
の指導例にあるように、ハンドオフをまず指導して
からブロックを学ばせるのではなく、ブロックから
先に指導している点が挙げられる。表
は、協会マ
ニュアルで示された主に中学年の単元計画であ
る｡7)また、ブロックに関しては、協会マニュアル
では「最初にブロックを教えてしまうと、作戦がブ
ロック一辺倒になるケースがあるので、ボールをう
まく隠せるようになってから取り入れる」ことを推
奨している｡8)
これに対して、田中教諭の指導方法では、表に
教育学論究 第号−
 2 0 1 7200
3）東洋館出版社、2008、「文部科学省小学校学習指導要領解説 体育編」p4.
4）日本フラッグフットボール協会、2011「フラッグフットボールゲーム集」p28-39.
5）日本フラッグフットボール協会 HPより https://www.japanflag.org/flag
6）関西学院初等部 HPより http://www.kwansei.ac.jp/elementary/elementary_006957.html
注2）田中教諭資料『役割分担をして全員の力を生かすフラッグフットボール』。
注3）田中教諭資料 初等部体育科シラバスより。
7）日本フラッグフットボール協会、2011「フラッグフットボールゲーム集」p26.
8）日本フラッグフットボール協会、2014「フラッグフットボールサポートガイド」p28.
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〕
教育学論究 第号−
 2 0 1 7202
写真
??
? ?
?Back  ?Back
?QB
?? ??
??
? ?
?QB
?Back  ?Back
図 ブロックラン（左図は右ブロックラン）とハンドオフ（右図）：
ハンドオフでは、QB（クォーターバック）は、守備に対して後ろ向きから開始の場合が多い。
表 中学年のフラッグフットボール授業単元計画（時間）
（日本フラッグフットボール協会編）
3
②学習内容の確認
ゲームの行い方を知り、手渡しパス
やボールかくしなどの動きを活かして
ゲームを楽しむ。
④作戦タイム
チームで簡単な作戦を立てて、自分
の役割を決める。
①準備運動
みんなでしっぽとりゲーム
（クラス全員・チーム対抗）
じゃんけんしっぽとりゲーム
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
︵
学
習
の
ね
ら
い
や
進
め
方
を
知
る
︶
⑤学習のまとめ
④ゲーム
対ランゲーム
※手渡しパスやボールかくしの動きを
使ってボールを進める。
※回攻撃したら攻守を交代する。
→回戦を行う。
③チーム練習
対ボール運びゲーム
※手渡しパスやボールかくしの動きを
使ってゴールゾーンをめざす。
※回攻撃したら攻守を交代する。
→回戦を行う。
4
⑥学習のまとめ
⑤ゲーム
対ランゲーム
※ボールかくしやかべの動き、手渡し
パスを使ってボールを進める。
※回攻撃したら攻守を交代する。
→回戦を行う。
③チーム練習
対ラン（ブロック）ゲーム
※両手を広げてかべをつくり、ボール
を持っている人を得点させる。
②学習内容の確認
ボールを持っている人を得点させる
ための作戦を考えて、ゲームを楽しむ。
①準備運動
みんなでしっぽとりゲーム
（クラス全員・チーム対抗）
対ランゲーム
5
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
86 7
見られるように、単元の早い段階（
〜時間目）
で、ブロックランのゲームをまず行い、次にハンド
オフへと漸次指導している｡注4)またチーム人、
合計チームでの対抗戦とし、ボールキャリアーの
児童がゴールを通り抜けたら、授業で被っている帽
子を裏返し（異なる色）にさせて、チーム全員が帽
子の色を変えられることを目標に、まずブロックラ
ンを取り上げている。また、ハドル（プレー中の作
戦会議）では、「誰がボールを持つのか」と「どの
方向に進むのか」の
点のみを決めさせ、より単純
かつ児童全体の積極性や協調性を特に重要視してい
る。
授業後の児童の感想としては、以下のようなもの
が見られた（抜粋）。
・「ブロッカーの
人がランナーの私に、がんばれ！
いける！と言ってくれたので元気がわいてきまし
た。」
・「フラッグは苦手だけど、今日は相手のフラッグ
をとれたり、ボールを持って相手からにげること
ができました。フラッグがとても好きになりまし
た。」
・「プレーする前にチームで話し合うことが大事だ
と気づくことができた。」
・「うまくカーブして相手をよけることができて、
チームのみんなにナイス！と言ってもらえた。」
・「私がフラッグを取られて落ち込んでいると、リー
ダーやチームメイトがはげましてくれて、次がん
ばろう！と思うことができた。」
次に、ハンドオフでは、特に「ボールを渡す時相
手から見えないようにすること」と「ボールを持っ
て走る人は姿勢を低くして、ボールが見えにくいよ
うに走ること」、さらに「ボールを持っていない人
は持っているふりをして、相手を騙すこと」の点
を協調し指導しているが、全員が帽子の色を変える
ことは特に強要していない。ハドルでは、こうした
指導を受け「誰がボールを持つのか」、「どの順番で
ハンドオフをするのか」の
点に絞って作戦を考え
させている。またプレー開始のフォーメーション
は、最初の
時間は固定にし、その後は自由に体型
変更させている。授業後の児童の感想としては、以
下のようなものが見られた（抜粋）。
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注4）田中教諭資料『役割分担をして全員の力を生かすフラッグフットボール』。
表 年生のフラッグフットボール授業単元計画（田中教諭提供資料）
〜時間目〜時間目時間目
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
︵
リ
ー
グ
戦
︶
・

対

の
ゲ
ー
ム
関
西
学
院
大
学
ア
メ
フ
ト
部
Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
に
つ
い
て
の
学
習
対のハンドオフ
ランゲーム
＜内容＞
・攻撃人（人がＱ
Ｂ、人がランナー）、
守備人でゲームを行
う。
・時間は決められた
型（フォーメーション、
動き方）でプレーをす
る。も う  時 間 は、
チームごとに型を決め
てプレーをする。
＜ねらい＞
・ハンドオフのスキル
について学ぶ。誰が
ボールを持っているの
か相手にわかりにくく
するための、ボールの
渡し方、ボールの貰い
方について考え、実践
する。
・攻撃の人全員が役
割を持ち、全員を生し
てプレーを行うように
する。
対のパスゲーム
＜内容＞
・攻撃人（人がＱ
Ｂ、 人 が レ シ ー
バー）、守備人でゲー
ムを行う。
・ロングパス、ミドル
パス、ショートパスを
使い、パスキャッチに
成功することを目指
す。
＜ねらい＞
・パスを投げる、捕る
スキルについて学ぶ。
・種類のパスを織り
交ぜて使い、パスプ
レーの成功率を上げ
る。
・レシーバーはどんな
場所に走りこめば良い
か考える。ＱＢはフ
リーのレシーバーを見
つける。
・パスフェイクのスキ
ルを共有する。
対のブロック
ランゲーム
＜内容＞
・攻撃人（人がラ
ンナー、人がブロッ
カー）、守備人でゲー
ムを行う。
・ランナーはゴールに
向かって、守備をかわ
して走り抜ける。タッ
チダウンできたら帽子
の色を変える。チーム
全員の帽子の色が変わ
ることを目指す。
＜ねらい＞
・ランナーは得点する
ために、どんな所にど
のように走りこめば良
いか考え、実践する。
・ブロッカーはどのよ
うな位置でブロックを
すれば良いか考え、実
践する。
︵
学
習
の
ね
ら
い
や
進
め
方
を
知
る
︶
・
チ
ー
ム
名
を
決
め
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・

対

の
ブ
ロ
ッ
ク
ラ
ン
ゲ
ー
ム
〜	時間目
対のランパス
ゲーム（作戦づく
り）
＜内容＞
・攻撃人（人がＱ
Ｂ、人がブロッカー
or ランナー or レシー
バー）、守備人でゲー
ムを行う。
・リーグ戦に向けて、
チームごとに作戦を作
り、それを実際に試し
てみて修正を加えてい
く。
＜ねらい＞
・ランプレーとパスプ
レーを織り交ぜてプ
レーする。
・ランフェイクのスキ
ルを共有する。
・どのようなプレーが
良いプレーなのか共有
する。
・自分たちのチームに
合った作戦を考え、試
行錯誤する。

〜10時間目 11〜14時間目 15時間目
・「作戦会議をしないと、ハンドオフをする時にぶ
つかってしまうので、順番をしっかり確認した
い。」
・「ハンドオフはすごくむずかしいなと感じた。失
敗も多かったが、チーム内でどんまい！と声をか
け合うことができた。」
・「仲間が相手をだましてタッチダウンができてい
て、すごいと思った。私も成功させてみたい。」
・「走りながらハンドオフするのが難しかったが、
先生にアドバイスをもらいながらしているとだん
だんつかめてきた。」
・「作戦通りにいった時が、とても気持ちが良かっ
た。」
．前パスを用いたパスゲームの指導について：
協会マニュアルでは、対
ゲームの中での前パ
スを用いた攻撃について、「落とすと点となり、
ハイリスク・ハイリターンなうえ、投げる、キャッ
チする技術が難しいプレーとなっており、高学年か
ら取り入れる」ことを推奨している｡9)
これに対して田中教諭は、	年生の〜時間目
授業にパスゲームを導入し、ブロックランやハンド
オフゲームと複合させた形での授業実践ではなく、
一旦前パスのみを用いたゲーム指導を行っている。
この結果、児童はまずパススキルの習得に集中する
ことが出来、次段階のランやパスを用いた対

ゲームへの移行がより円滑に行えるものと推察され
る。教諭は特に、パスには「ショートパス」、「ミド
ルパス」、「ロングパス」があることを説明しながら、
成功率の高いショートパスのみならず、リスクを負
うが成功すると高得点に直結するミドルパスやロン
グパスにも挑戦することを勧め、パスの種類とパス
コース（レシーバーの走る方向やコース）の
点に
絞って作戦会議するよう、児童に指導している。ま
た、パスキャッチに成功した場合は、帽子を裏返さ
せ、児童全員の動機付けも図っている。
授業後の児童の感想としては、以下のようなもの
が見られた（抜粋）。
・「いろいろなパスを使って、チーム全員の帽子の
色を変えることが出来て良かったです。」
・「やっとパスができて嬉しいです。もっと上手に
なってキャッチもしたいです。」
・「回転が横回転になってしまい、キャッチもしに
くかった。でも、ゲームではキャッチに成功し
た。」
・「授業だけでは完璧に上手に出来なかったので、
休み時間も練習します。」
・「何回もキャッチミスしてしまったけど、キャッ
チできた時はとてもうれしかった。」
．ランゲームとパスゲームの複合形としての対
ランパスゲーム：
前述した通り、協会マニュアルによる中学年の単
元計画では、前パスを用いたゲームの導入は推奨さ
れていないものの、時間の授業時間を用いて対

のランゲームをさらに発展させた対ランゲー
ムの導入が勧められている。しかしながらこれは、
45分の授業時間をフルに用い、さらに児童に審判や
記録等のゲーム運営がある程度任せられ、さらに
対
ランゲームが学級全体で十分理解出来たという
前提があって初めて導入すべきであり、指導する教
師の負担は相当大きいものと想像される。また、児
童の感想にもあるように、普段殆ど触れる機会のな
い『楕円球』を手にすれば、誰もが一度は投げてみ
たい欲求にかられるものであり、そうした観点に立
てば、中学年から前パスを実践させる田中教諭の指
導は理にかなっていると言えるだろう。
そうして習得したパスプレーと、ブロックランや
ハンドオフ（ランプレー）を駆使し、「パスプレー
でもハンドオフを行い、ランプレーに見せかける」、
「パスをするふりをしてランプレーすること」、「同
じフォーメーションでランプレーをした後に、パス
プレーをすること」の点をポイントとして、児童
全員に作戦を考えて来る課題を与え、それらをチー
ムごとにファイリングし用いて行くよう指導してい
る。
こうして、ファイリングしたプレーの中からつ
以上のプレーを予め選択させて、チームごとに事前
練習しながら適宜修正し、単元の最終段階である
リーグ戦に向けての作戦会議時間も、授業に盛り込
んでいる。この授業時では、表に示すように「ラ
ンプレーとパスプレーを織り交ぜてプレーする」、
「良いプレーの共有」、「自分たちのチームに合った
作戦を考える」等をねらいとし、単に行き当たり
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9）日本フラッグフットボール協会、2014「フラッグフットボールサポートガイド」p28.
ばったりにその都度のプレーを考えるのではなく、
アメリカンフットボール系競技に不可欠な「準備」
の必要性についても自ずと身に付く指導がなされて
いる。
．児童の理解度と参加度を高めるための工夫：
田中教諭が、フラッグフットボール授業で常に心
がけていたことは、「特定の子どもだけが活躍する
のではなく、みんなが生き生きとしたボールゲーム
の授業」の実践である｡注5)この具体例として、前述
したように得点したりボールキャッチ出来た児童
は、帽子を裏返しにさせながら、出来るだけ多くの
児童が帽子を裏返せるよう意識付けさせたり、得点
した人数を獲得した総得点数に掛け算する「裏順位
得点」（例：得点者＝名、総得点＝20点、したがっ
て×20＝100点がそのチームの裏順位得点）を、
実際の試合結果以外にも児童と共有しながら、一定
の児童のみが満足するのではなく、クラス全体がフ
ラッグフットボールに対して肯定的に捉えることが
出来、併せて体育授業としての技能の習得と体力向
上も図られる工夫をしている点が特徴的である。こ
うした、田中教諭独自の指導の集大成としてのリー
グ戦が行われる。授業後の児童の感想として、以下
のように教諭の意図とする「全員が楽しむことが出
来る」授業内容だったと感じている内容が大多数を
占めた（抜粋）。
・「チーム全員が得点できてとてもうれしかったで
す。チームの雰囲気がとてもよくなりました。次
はみんなが点とれるように目指していきたいで
す。」
・「みんなで協力して点数がとれて、とてもうれし
かったです。だれかだけでなく、なるべくみんな
で点数がとれるようにがんばりたいです。」
・「チームワーク、ローテーションがとても良かっ
たです。上手な子が得点できていない子を生かし
てくれて、とてもうれしかったです。」
・「本当の目的は優勝することよりも、チームの仲
を深めることだと思います。」
・「フラッグフットは本当に楽しかったです。また
やりたいです。表順位表と裏順位表の両方で位
になりたかったです。
位でしたがやりきれたと
思います。」
［］今後の課題（まとめに代えて）：
本小論では、フラッグフットボール授業に独創的
な授業運営を行っている本学初等部体育科田中教諭
の試みを紹介しながら、より汎用性のある指導方法
の具体的試案作りを目的として、論を進めた。
表にも示した通り、特に初等部中学年における
体育授業時数は、本来文科省より定められている
105時間より約20時間以上少ない。これは、私学で
あるが故に年間の様々な行事が多く、100時間以上
の授業時数の確保が困難であることに起因してい
る｡注6)こうしたことから、体育の領域や内容につい
ては、限られた時間で、過不足なく児童に運動と体
力向上の機会を与えるためには、とかく安易に取り
組みやすい内容に偏りがちであろう。そうした中、
初等部ではシンボルスポーツと位置付けられている
とは言え、フラッグフットボール授業を中高学年で
合計24時間確保しており、児童にとっての大切な学
びの一環として捉えてられていることは、一考に値
する。一方でフラッグフットボールは、2011年度以
後数値の上では全国の小学校の約25％以上に「普
及」しているが、中には協会マニュアル通りに児童
に作戦を考えさせ、試合させることだけを目的にし
た内容の授業もあり､注7)多くの場合は教師がフラッ
グフットボールだけに時間を費やすことが不可能で
あり、今回取り上げたような、児童に競技を通して
の思考力や協調性の喚起という、フラッグフット
ボールを通しての理想的な「生きる力作り」は、困
難を極めるであろうことは、想像に難くない。
したがって、本小論で考究した内容については、
田中教諭自身がアメリカンフットボール競技経験者
であり、長くフラッグフットボールやタッチフット
ボールに関わって来た豊富な経験を持ち、また年間
の単元計画も柔軟に対応出来る私立小学校と、いわ
ばフラッグフットボール授業指導に申し分のない人
材と学習環境が合致した特異な事例であることは否
めない。そうした、恵まれた人的物的環境を踏まえ
た上で、本小論を通して以下の
点が明確になっ
た。
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注5）田中教諭資料『役割分担をして全員の力を生かすフラッグフットボール』。
注6）2017年月14日、田中教諭へのメールインタビューより。
注7）2017年月
日、田中教諭へのメールインタビューより。
．平等な学びの機会を確保するための創意工夫の
必要性：
今回の田中教諭の実践では、例えば得点をしたり
パスプレーが成功した時に、当該児童の被っている
体操帽を裏返しにして、直接プレーに関わった児童
を明確にしながら、児童自らが出来るだけ多くの仲
間が得点シーンに絡めるようにしたり、パスを
キャッチ出来るような工夫が盛り込まれていた。ま
た同様に、一部の運動能力の高い児童だけが楽しめ
る授業としないために、「裏順位表」を準備するこ
とにより、児童自身が考え、お互いが協力しあって、
出来るだけ多くの仲間と共にフラッグフットボール
を楽しめる授業環境も準備されていた。そもそも、
フラッグフットボール授業が小学校体育科の運動領
域として新たに加えられた背景として、既存の球技
種目とは異なり、運動技能の優劣以上に「誰もが平
等に楽しめる」学習機会の提供が契機となってい
る。従って、この観点を具現化している教諭の指導
方法は独創的であり、多くの現場で応用し得る示唆
に富んだ事例と言えるであろう。
．複数年に渡る系統的な指導の必要性：
我が国での「楕円球」のイメージは、概ねラグ
ビーボールを指すものと思われるが、アメリカン
フットボール発祥の地アメリカ合衆国で「Oval
shaped ball」と聞いて、真っ先にイメージするボー
ルは、間違いなくアメリカンフットボールであろ
う。この、似て非なる「楕円球」のイメージの相違
そのものが、日本におけるフラッグフットボールの
認知度と理解度と直結している。つまりそれは、例
えば同じ楕円球競技であるラグビーに対する世間一
般のイメージが、仮に「見たことはあるが、実際に
プレーしたことはない」であったとして、フラッグ
フットボールの場合は、まず「見たこともない」止
まりが大半であろう。従って、まず「児童への指導」
云々以前に、そもそも「一体どんな競技なのか？」
というのが、公私立問わず現場小学校教員が直面し
ている「課題」ではないだろうか？一方で、今回取
り上げた田中教諭のように、フットボール系競技を
熟知し、自らも競技経験のある教員も一部存在す
る。従って、当該校にそうした競技経験のある教員
がいる小学校では、今回のような独創的かつハイレ
ベルなフラッグフットボール授業の実践も可能とな
るが、そうでない場合は、自らが未経験の新競技を
「児童指導」レベルまで引き上げる労力と時間を考
えると、単元にさえ含まないケースも十分に考えら
れる。また、当該校に経験者がいたとして、教師間
のフラッグフットボールに対する「温度差」も十分
念頭に置かなければ、一貫した継続指導はほぼ不可
能であろう。この点に関して田中教諭自身も、まず
自分の指導方法についての理解を学校全体で共有出
来ることが大前提であると述べており注8)、学校全
体でのフラッグフットボール理解があって初めて、
「育てたい児童像」に向けて、教員間の足並みも揃っ
て行くのであろう。つまりそれは、児童同様に教員
同士もまた、協力し理解を深め合うことがまず不可
欠であることを意味している。そうした教員同士の
連携の結果として、ハイレベルな授業指導が可能と
なり、中学年で「対
ゲーム」を、そして高学年
では表	に示すようなより競技性の高い「陣地進行
型ゲーム」を、児童に実体験させることも可能とな
るのであろう。
今後は、今回の田中教諭の取り組みを、将来現場
教員を目指す本学部「体育特論」授業履修学生等に
漸次紹介しながら、まず彼ら自身のフラッグフット
ボール経験知の向上を図り、併せてより効果的かつ
汎用性のあるフラッグフットボール授業実践を目的
として、継続的な知見の構築に努めて行きたい。
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表 田中教諭試案「年間のフラッグフットボール授業の望ましい指導系統表」（田中教諭提供資料）
年生年生年生
対のゲーム
（ダウン制あり）
＜内容＞
・攻撃は人（人
はＱＢ、人はセン
ター、人はレシー
バー or ランナー or
ブロッカー）、守備
人でゲームを行う。
・ターンオーバーあ
りでゲームを行う。
・基本的にＮＦＬフ
ラッグのルールで
ゲームを行う。
＜ねらい＞
・攻守のプレイヤー
数が同数の条件で作
戦を考え、攻撃がで
きるようにする。
・オフィシャルルー
ルでフラフトを行う。
対のハンドオ
フゲーム
＜内容＞
・攻撃は人（人
はＱＢ、人はラン
ナー or ブロッカー）、
守備人でゲームを
行う。
・パスプレーはなし。
ハンドオフをメイン
スキルとして扱う。
・攻撃の戦術学習を
メインで行う。
＜ねらい＞
・ハンドオフのスキ
ルを学ぶ。誰がボー
ルを持っているのか
相手にわかりにくく
するための、ボール
の渡し方、ボールの
貰い方について考え、
実践する。
対のゲーム
（ダウン制なし）
＜内容＞
・攻撃は人（人
は Ｑ Ｂ、 人 は レ
シーバー or ランナー
or ブロッカー）、守
備人でゲームを行
う。
・パスプレーを導入
する。
・守備の戦術学習を
を行う。学習の進行
具合によって対
でゲームを行う。
＜ねらい＞
・パスのスキルを学
ぶ。
・つの守備の戦術
（マンツーマン、ゾー
ン、プレス）につい
て学ぶ。
対のブロック
ランゲーム
＜内容＞
・攻撃は人（人
はランナー、人は
ブロッカー）、守備
人でゲームを行う。
・パスプレー、ハン
ドオフはなし。
・学習の進行具合に
よって対のブ
ロックランゲームを
行う。
＜ねらい＞
・ランナーはブロッ
クを生かしてランプ
レーができるように
する。
・ブロックのスキル
を身につける。
・攻撃の人のコン
ビネーションを高め
る。
対のランゲー
ム
＜内容＞
・攻撃人（ボール
を持つ）、守備人で
ゲームを行う。
・ゴールラインに向
かって守備をかわし
ながら走り抜ける。
・対を行う場合
も人球ボールを
持って行う。
＜ねらい＞
・どのような場所に
走り抜ければ良いか
学ぶ。
・守備をかわすため
の動きを身につける。
・守備の仕方（タグ
をどのように取れば
よいか）を学ぶ。
年生
対のゲーム
（ダウン制あり）
＜内容＞
・攻撃は人（人
はＱＢ、人はセン
ター、人はレシー
バー or ランナー or
ブロッカー）、守備
人でゲームを行う。
・ダウン制を導入す
る。
・ターンオーバーは
ないルールでゲーム
を行う。
＜ねらい＞
・陣地進行型のゲー
ムを理解し、ダウン
制を生かした攻撃展
開ができるようにす
る。
・センターの役割を
学ぶ。
年生 年生
